
農林水産大臣賞

―青果―

[お店の経営ノウハウ（2）]

①店頭での楽しいコミュニケーション

産直農家からの情報や、青年部で学んだ商品知識、料

理方法等、食材毎の話題を顧客へ伝える。店頭で顧客へ

話しかけ、POP を使った紹介も行い、野菜・果物の背景

や使い方等の情報を伝え、顧客の興味関心を高めてい

る。

②メール会員へ週 3 回の配信とメール会員のみ知っている「秘密の合言葉」

メール配信による集客を 10 年前より続けている。

店頭やホームページでメール会員を募り、特にコロナ禍の内食需要を機に来店客が

増加したとともに会員数も増加し、現在 1,000 人弱が登録している。週３回、その時

の旬の野菜や果物の話題や、メール会員の特別価格を配信している。配信の際に産地

の写真等も一緒に送り、関心を高め、集客に繋げている。

配信するメールには「合言葉」を入れ、レジで合言葉を伝えることでメール会員は割

引価格で購入できる特典を設け、会員を増やしている。合言葉をきっかけに顧客と店

員のコミュニケーションにも繋がっている。

最近は LINE 利用者が増えていることもあり、LINE へ切り替えることを検討中であ

る。

左：３代目の兄弟が関係する

オーストラリアのグリーンアスパラ。

物語を伝えてお客様を楽しませる

合言葉で割引する週３回のメール配信

ホームぺージでもメール会員募集中

農林水産大臣賞

―菓子―

[お店のᴫせ]

1981 年ᮾ大㜰ⱝỤⱝ⏣商店⾤にึ௦᪂⃝和⩏Ặが 10 ᆤ࡯どの店⯒で和菓子店を๰

業。ᚋ⥅⪅となった㈗அẶは、高ᰯ༞業ᚋの当時はやりたいことがなく、ᐙ業を⥅ࡄよ

う∗に言われಟ行࡬出た。1999 年、ಟ行 1 年で∗和⩏Ặがಽれᐙ業にᡠり、ẕである

⚽子Ặが௦⾲、㈗அẶは製造をᢸ当し和菓子店をᏑ⥆ࡏࡉた。2004 年㡭から㈗அẶは

ᵝࠎなࢡࣥࢥーࣝで㈹をとるようになり、作品作りにክ୰になるが、฼┈をᚓなけれ

ば事業が⥆かないことを意識できていなかったことに気௜く。自㌟を཯┬し、⛯理ኈ

の先生からࢫ࢖ࣂࢻ࢔や⤒Ⴀࢼ࣑ࢭー࡬のཧຍで⤒Ⴀのຮᙉを✚ᴟ的に行う。

2008 年には売上がಸ増し、㏆㞄のᗈい店⯒࡬⛣㌿。2020 年には 2 ྕ店を出店。2022

菓໶ᗡ ⓑ✑

㹼࿴菓子࡛ࡄ࡞ࡘᮍ᮶の➗㢦㹼࡟࣮ࢺࢵࣔࢆ

ᆅᇦの㣗ᮦࢆ౑ࡓࡗヰ㢟ࡿ࡞࡟࿴菓子࡛➗㢦ࡿࡃࡘࢆ

[оಅ࠰] 1981 ଯԧ)࠰ 56 (࠰

[٥場᩿ᆢ] 91.0 ɜ(27.5 (״

[ʙಅࢼʙᎍૠ] 26.0 ʴèஜૅࡃ合ᚘ

[փಅ଺᧓] 9:00᳸18:00

[定˞日] ້୴日

[ՠ品ನ঺]

ȷあんどーなつ 30.0%

ȷႉᆞ໲    10.0%

ȷƍƪƝ大ᅦ  10.0%

ȷԧ生菓25.0    ܇%

ȷԧ໲菓25.0    ܇%

[ענᑄ৑ࡃ] 大阪ࡅ東大阪ࠊᒉ൶ஜထᲫᲧᲮᲧᲬᲫ

[URLȷSNS] https://www.shiraho.biz/

[ኺփྸࣞ]

᳸ԧ菓܇でつなƙசஹのᇰ᫊᳸

ȷႉᆞのԧ菓܇をᡫơてƓܲಮࢼಅ員に࠳ᅦをƓފƚしע؏社˟にᝡྂしǇƢ。

ȷע؏の᫢஬をᆢಊ的に෇用したǓ、ע؏のᨽ用をفǍしたǓ、σに΁ƘǹǿȃȕǍႉᆞの

Ɠ菓܇を൭めてɦƞるƓܲಮ、஬૰ǍȑȃǱーǸをኛ品してƘƩƞるಅᎍƞんሁ、ႉᆞに

かかǘるƢǂての૾がǄんのݲしでもᇰ᫊になれるǑうなՠƍをႸਦしǇƢ。                     
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―菓子―

年にἲ人化し、ẕの⚽子Ặとともに 2 人௦⾲となる。地ඖの㎰産≀をάかし、地ඖの

手ᅵ産として႐ばれている。㏆㞄㎰ᐙࡉんのつ᱁እのいࡈࡕから生まれた「きっと日

本୍大きないࡈࡕ大⚟」はヰ㢟を࿧ん࢔࢕ࢹ࣓。ࡔにも㢖⦾に取り上ࡆられ、名≀の

「あんどーなつ」は㐃日᏶売する人気である。

[お店の経営ノウハウ（1）]

ᮾ大㜰市にあることをにこࡔわり、地ඖの㣗ᮦをάかした和菓子を࠾ᐈᵝにᴦしん

でいたࡔくことを大ษにしている。これまで和菓子に౑われてこなかったつ᱁እのい

等の㎰産≀を⏝いた和菓子等、᪂しいものを生み出し、ᚑ来の和菓子ࡂࡡ⋣や᪂ࡈࡕ

のᴫᛕにとらわれないࣝࢼࢪࣜ࢜をᥦ᱌し、ࣜࣥ࢜ー࣡ࣥの和菓子を作っている。

例えば、ᚑ来の和菓子ᒇがᥭࡆ≀をすることは⪃えられないことであったが、ᥭࡆ

るᕤ⛬のある「あんどーなつ」をᥦ᱌しዲホである。㈗அẶ自㌟が製菓Ꮫᰯに通って࠾

らࡎ、᪤成ᴫᛕにとらわれていないことが㏫にᙉみになっている。地ඖの㎰産≀があ

るからこࡑ生まれた「きっと日本୍大きないࡈࡕ大⚟」や「᪂⋢࢖ࣃࡂࡡ」等、地ᇦの

㣗ᮦから᪂たなⓎ᝿が生まれている。

[お店の経営ノウハウ（2）]

商品を▱ってもらうためになんでもやってきた、と௦⾲はヰす。SNS やᗈ࿌、ࢫࣞࣉ

ࣜࣜーࢫ等、▱られるためのດຊをᝰしみなく⥆け、結果、࣓ 㛵ಀ⪅との⧅がり࢔࢕ࢹ

をᵓ⠏している。ࢺࢵࢿでのⓎಙは㹑㹌㹑が୰ᚰであり、基本↓ᩱであることから✚

ᴟ的に฼⏝。当店では、Instagram、Facebook、Twitter、Google HP、ࢫࢿࢪࣅ࢖࣐ 等

ᵝࠎ፹యがあるが、ᢞ✏するෆᐜは基本ྠࡌで、፹యによってከᑡఏえ᪉をኚえるこ

とで᭦᪂の手間を๐ῶしている。

㈍売ಁ㐍にあたっては、自分ࡔけではࣜࢿ࣐ࣥ化してしまうこともある。≉にᩥ❶

作成に᪊いては、௚⪅どⅬの言ⴥは自分には᭩けないものである場ྜがከい。当店の

ようにࣆࢥ࣭࣐࣓ࣥࣛ࢝ーࣛࢱ࢖ー࣭ࢼ࢖ࢨࢹー等のᑓ㛛ᐙをᕳき㎸ࡴことができる

と、᪂たな⾲現᪉ἲをᏛࡪきっかけにもなる。

左：ᡲ日٥ܦƢるʴൢの「あんどーなつ」

ɶ：ᠾܼのᙹ఍ٳのƍƪƝをᝫƬて生Ǉれた

          「ƖƬと日ஜɟ大ƖなƍƪƝ大ᅦ」

右：ȆȬȓӕ஬のとƖに生ǇれたעΨのବのᠾ産ཋであるૼྚƶƗ

を̅Ƭた「ૼྚƶƗȑǤ」

農林水産大臣賞

―菓子―

[お店の経営ノウハウ（3）]

当店は、5 年先の将来を見据え、自社の現状を数字でつかみ、商圏等から市場分析を

行い、売上目標を立て、毎年１名の職人を増やしていく計画で事業を大きくしてきて

いる。計画は月１回社員（職人）とともに振り返る機会を持っている。

社員が、和菓子職人として将来を描けるよう、売上に対する労働生産性を意識して

いる。職人の仕事を効率よく計画的に行えるよう、毎日の製造数から生産高を計算。１

時間あたりの生産高（業界では 8,000 円/時間と言われている）を目安に、効率化を行

っている。効率化できない商品は止める等、論理的に取捨選択を行っている。例えば、

人気の「あんどーなつ」は、包餡機を導入したことで職人の手作業 600 個/日から 9,000

個/3 時間で製造できるようになり、冷凍保管により１週間分をまとめて製造でき、大

きな成果を出している。

また、時間のかからない包装を選択し、効率化している。立てた計画に対し、数字で

把握し、計画通りでなければ対策を検討する PDCA の取組みは基本的なことであり、地

道な取組みに結果がついてきている。

右：「あんどーなつ」の個包装は効率的な包装が可能な形態を採用
左：日々の工場での生産した結果をノートに記録。

現実を把握し改善が必要な製品を確認。定期的に生産性向上のために社員と話し合う。

貴之氏は製菓学校講師としても招かれる。（左は東大阪大学、右は辻製菓学校）
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